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１ 長生郡市広域市町村圏の概況 

（１）地理的位置 

本圏域は、房総半島のほぼ中央の太平洋側に位置し、北は千葉市・大網白里市、南はいすみ

市・大多喜町、西は市原市に接しています。 

本圏域から都心までの距離は、約５０～７０㎞であり、電車（特急）で約１時間です。圏域

西側には、茂原長南ＩＣ、茂原長柄スマートＩＣ、茂原北ＩＣと３か所のＩＣが設置され圏央

道とのアクセスが便利になり、圏域東側には九十九里有料道路（通称「波乗り道路」）、圏域北

側には県道生実本納線（旧外房有料道路）も整備されていることで車でのアクセスは都心から

だけでなく、アクアラインを経由し神奈川県からのアクセスも便利です。また、成田空港、羽

田空港の両国際空港へ約１時間で行くことができます。 
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（２）自然的条件 

①地形 

本圏域の地形は、大別すると丘陵部、中央の平野部及び海岸地域に区別できます。 

圏域の西部から南部にかけて洪積層で覆われた丘陵地域が連なり、特に長南町の野見金山や

長柄町の権現森は最高海抜１７０～１８０ｍで、房総半島の東西の分水嶺になっています。 

中央地域の平野部は、谷津田及び肥沃な農地が南白亀川水系、一宮川水系に沿って開けてい

ます。 

海岸地域は、弓状の砂浜である九十九里海岸です。 

②気候 

気候は、太平洋を流れる暖流の影響を受け、年間平均気温は１７.３℃で比較的温暖な地域で

あり、年間降水量は１,７１３㎜となっています。（気象庁茂原地域気象観測所・令和６年） 

 

 

（３）市町村別面積・人口  

 

区 分 
面積 

（㎢） 

国勢調査 

（実施年の10月1日） 

住民基本台帳人口 

（令和７年４月１日） 
平成２７年 

（人） 

令和２年 

（人） 

増減数 

（人） 

増減率 

（％） 

男 

（人） 

女 

（人） 

計 

（人） 
世帯数 

茂原市 99.92 89,688 86,782 ▲2,906 ▲3.2 42,352 43,262 85,614 42,275 

一宮町 22.99 11,767 11,897 130 1.1 6,070 6,205 12,275 5,771 

睦沢町 35.59 7,222 6,760 ▲462 ▲6.4 3,187 3,329 6,516 2,819 

長生村 28.25 14,359 13,803 ▲556 ▲3.9 6,554 6,635 13,189 6,070 

白子町 27.50 11,149 10,305 ▲844 ▲7.6 5,210 5,106 10,316 4,967 

長柄町 47.11 7,337 6,721 ▲616 ▲8.4 3,158 3,043 6,201 2,965 

長南町 65.51 8,206 7,198 ▲1,008 ▲12.3 3,502 3,500 7,002 3,154 

計 326.87 149,728 143,466 ▲6,262 ▲4.2 70,033 71,080 141,113 68,021 

 



- 3 - 

 

２ 組織 

（１）名   称  長生郡市広域市町村圏組合 

（２）設   立  昭和４６年（１９７１年）４月１日 

（３）所 在 地  千葉県茂原市下永吉２１０１番地 

（４）構成市町村  茂原市 一宮町 睦沢町 長生村 白子町 長柄町 長南町 

（１市５町１村） 

（５）管 理 者  管  理  者 茂原市長 

         副管理者 一宮町長 睦沢町長 長生村長  

              白子町長 長柄町長 長南町長 

（６）議   会 

①定 数  １８人（茂原市６人・町村各２人） 

各市町村の議会議長及び議会選出議員 

②委 員 会  総務委員会（９人） 

企業委員会（９人）  

議会運営委員会（７人） 

③定 例 会    年３回（２月・８月・１１月） 

（７）監   査     監査委員２人（識見者１人・議会議員１人） 

（８）教育委員会     教育委員５人（教育長１人・委員４人） 

（９）組   織        別添組織図 

（10）常勤職員数  ５１７人（令和７年４月１日現在） 

（11）共同処理する事務 

①長生郡市広域市町村圏計画の策定及び実施のための連絡調整に関すること。 

②一般廃棄物の収集、運搬及び処理に関すること。 

③一般廃棄物処理の基本計画及び実施計画の策定に関すること。 

④一般廃棄物処理業の許可及びし尿浄化槽清掃業の許可に関すること。 

⑤容器包装廃棄物の分別収集計画の策定、分別収集及び処理に関すること。 

⑥消防事業に関すること。 

⑦水道事業の経営に関すること。 

⑧長生郡市夜間急病診療所の設置及び管理に関すること。 

⑨在宅当番医制事業に関すること。 

⑩病院群輪番制方式による二次医療機関運営事業に関すること。 

⑪関係市町村の職員の共同研修事務に関すること。 

⑫視聴覚教材センターの設置及び管理に関すること。 

⑬病院事業の経営に関すること。 

⑭火葬場・斎場の設置及び管理に関すること。(一宮町、睦沢町、長生村及び白子町を除く。) 
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⑮霊きゅう運送事業に関すること。(一宮町、睦沢町、長生村及び白子町を除く。) 

⑯長生郡市温水センターの設置及び管理に関すること。 

⑰介護認定審査会の設置及び運営に関すること。 

⑱障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律(平成17年法律第123号)に

基づく介護給付費等の支給に関する審査会の設置及び運営に関すること。 

⑲浴場棟、プール棟及びこれらの附属施設の貸付けに関すること。 

⑳その他前各号に付帯する事務 
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3 長生郡市広域市町村圏組合の経緯（水道部、公立長生病院はそれぞれ別掲） 

 

 

昭和４０年５月 

(１９６５年) 

 

 

昭和４１年３月 

（１９６６年） 

 

昭和４４年７月 

（１９６９年） 

 

昭和４４年１０月 

（１９６９年） 

 

昭和４６年３月 

（１９７１年） 

 

昭和４６年４月 

（１９７１年） 

 

 

昭和４７年４月 

（１９７２年） 

 

昭和４７年１０月 

（１９７２年） 

 

昭和４７年１２月 

（１９７２年） 

 

昭和４８年３月 

（１９７３年） 

 

昭和４８年１２月 

（１９７３年） 

 

昭和４９年３月 

（１９７４年） 

 

昭和４９年４月 

（１９７４年） 

 

 

 

・「茂原市外７ヶ町村し尿処理組合」設立 

（茂原市・一宮町・睦沢村・長生村・白子町・本納町・長柄町・長南

町） 

 

・「長生伝染病舎組合」設立 

 （長生病院組合・一宮町・長生村・長柄町・長南町） 

 

・「茂原市外７ヶ町村し尿処理組合」を「長生郡市衛生組合」と改称 

 

 

・社会情勢への適応、事務の効率化を推進するため「長生郡市広域市町

村圏協議会」を設置し、協議、検討を進める。 

 

・「長生郡市衛生組合」、「長生伝染病舎組合」、「長生郡市広域市町村圏協

議会」を解散 

 

・「長生郡市広域市町村圏組合」設立 

解散前の事務を引き継ぐとともに、ごみ処理、消防事務を加え、８市

町村（本納町は、昭和４７年５月に茂原市と合併）により発足する。 

 

・常備消防分遣所開所（現在の南消防署・北消防署・西消防署） 

 

 

・「長生農業者研修センター」落成 

 

 

・「長生郡市消防団合併協議会」設立 

 

 

・し尿処理施設増設 

 

 

・ごみ処理施設改造工事（ピットアンドクレーンの設置） 

 

 

・長生郡市消防団合併協議会解散 

 

 

・「組合消防団」発足 

 

 

 



- 6 - 

 

昭和５１年３月 

（１９７６年） 

 

昭和５１年７月 

（１９７６年） 

 

昭和５３年１２月 

（１９７８年） 

 

昭和５４年３月 

（１９７９年） 

 

昭和５７年３月 

（１９８２年） 

 

昭和５７年４月 

（１９８２年） 

 

昭和５７年６月 

（１９８２年） 

 

昭和５８年４月 

（１９８３年） 

 

昭和５９年４月 

（１９８４年） 

 

平成元年１月 

（１９８９年） 

 

平成５年２月 

（１９９３年） 

 

平成８年４月 

（１９９６年） 

 

平成9年4月 

（１９９７年） 

 

平成１０年４月 

（１９９８年） 

 

平成１１年３月 

（１９９９年） 

 

 

・「長生郡市保健センター」落成 

 

 

・「長生郡市夜間急病診療所」開設、休日在宅当番医制並びに２次待機病 

院の確保 

 

・一般廃棄物最終処分場（現スポーツ運動広場）竣工 

 

 

・「ごみ処理施設」落成（１２０ｔ/16ｈ） 

 

 

・「し尿処理施設」落成（１２２㎘/日） 

 

 

・「教育委員会」及び「長生郡市視聴覚教材センター」設置 

・「入山津分遣所」開所（後の入山津分署） 

 

・一般廃棄物最終処分場（現テニスコート）竣工 

 

 

・「味庄分遣所」開所（現在の味庄分署） 

 

 

・「佐貫分遣所」開所（現在の佐貫分署） 

 

 

・「佐貫最終処分場」落成 

 

 

・「火葬場・斎場建設室」を設置 

 

 

・ごみ焼却施設第１期工事（８１ｔ/24ｈ）落成、供用開始し、余熱を利 

用した「長生郡市温水センター」を開設 

 

・「本納分遣所」開所（現在の本納分署） 

 

 

・茂原市、長柄町、長南町の複合事務組合方式による「火葬場・斎場（長

南聖苑）」落成 

 

・ごみ焼却施設第２期工事（１４４ｔ/24ｈ）落成、１期工事・２ 

期工事合わせて２２５ｔ/２４ｈの焼却炉完成 

・ごみ焼却施設の余熱を利用する「長生郡市温水センター」に温水プール 

を開設 
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平成１１年１０月 

（１９９９年） 

 

平成１３年６月 

（２００１年） 

 

平成１８年６月 

（２００６年） 

 

平成１８年７月 

（２００６年） 

 

平成１９年４月 

（２００７年） 

 

平成２２年４月 

（２０１０年） 

 

平成２３年４月 

（２０１１年） 

 

平成２４年４月 

（２０１２年） 

 

平成２６年４月 

（２０１４年） 

 

平成２９年４月 

（２０１７年） 

 

平成２９年９月 

（２０１７年） 

 

平成３０年８月 

（２０１８年） 

 

令和２年４月 

（２０２０年） 

 

令和３年４月 

（２０２１年） 

 

令和７年４月 

（２０２５年） 

 

 

・「介護認定審査会」を設置 

 

 

・「北消防署」を茂原市千沢から白子町五井へ移設 

 

 

・「障害程度区分認定審査会」を設置（現在の障害支援区分認定審査会） 

 

 

・「エコパーク長生」落成 

 

 

・「会計管理者」を設置 

 

 

・「長生農業者研修センター」休館 

・「地域医療整備室」を事務局総務課内に設置 

 

・「長生郡市温水センター浴場棟・プール棟」民間に貸付け 

 

 

・機構改革で事務局総務課内の「地域医療整備室」と「民生係」を統合し、

「地域医療民生室」に変更 

 

・「長生農業者研修センター」廃止 

 

 

・「地域医療民生室」を「医療民生課」に昇格 

 

 

・「入山津分署」を「長生分署」に名称変更し、長生村の入山津から宮成 

   へ移設 

 

・「汚泥再生処理センター」落成 

 

 

・機構改革で「総務課工事管理室」を「総務課管財係」に変更 

 

 

・消防団員の定数を１,４９１人から１,４６９人に改正 

（２個部を統廃合し、１０８個部から１０６個部となる） 

 

・消防団に「機能別団員制度」を導入 
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長生郡市広域市町村圏組合水道部の経緯 

 

 

昭和４８年２月 

（１９７３年） 

 

昭和４９年３月 

（１９７４年） 

 

昭和４９年４月 

（１９７４年） 

 

昭和５５年６月 

（１９８０年） 

 

 

 

昭和５５年７月 

（１９８０年） 

 

 

昭和５５年１１月 

（１９８０年） 

 

昭和５６年４月 

（１９８１年） 

 

昭和５６年１０月 

（１９８１年） 

 

昭和５７年１０月 

（１９８２年） 

 

昭和５９年４月 

（１９８４年） 

 

昭和５９年１０月 

（１９８４年） 

 

昭和６０年４月 

（１９８５年） 

 

昭和６２年４月 

（１９８７年） 

 

 

・「長生郡市上水道事業調査室」を設置 

 

 

・水道法による水道事業経営認可（昭和49年～５４年度） 

 

 

・長生郡市広域市町村圏組合に「水道部」発足､事務局を茂原市茂原５９８

番地（消防署内）に設置・創設事業に着手 

 

・創設事業落成 

・既設水道事業（茂原市水道事業・一宮町水道事業・長南町水道事業・茂

原市簡易水道事業・長柄町東上簡易水道事業・茂原市大沢地区簡易水道

事業）を廃止 

 

・水道事業統合に関する協定書締結（７市町村） 

・「九十九里地域水道企業団」より受水を受け給水を開始、水道料金を３

段階制とする地区別格差料金に設定 

 

・事務局を茂原市下永吉２１０１番地（「環境衛生センター」内）に移転 

 

 

・工場用水道料金改定 

 

 

・水道料金改定 

 

 

・水道料金を２段階制の地区別格差料金に改定 

 

 

・茂原、長柄地区の検針及び集金業務を民間業者に委託 

 

 

・水道料金改定、全地区統一料金とする 

 

 

・長南地区の検針及び集金業務を民間業者に委託 

 

 

・全地区の検針及び集金業務を民間業者に委託 
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昭和６３年５月 

（１９８８年） 

 

平成元年４月 

（１９８９年） 

 

平成３年４月 

（１９９１年） 

 

平成４年９月 

（１９９２年） 

 

平成８年１０月 

（１９９６年） 

 

平成９年４月 

（１９９７年） 

 

平成１６年４月 

（２００４年） 

 

平成１８年４月 

（２００６年） 

 

平成１８年１０月 

（２００６年） 

 

平成２４年４月 

（２０１２年） 

 

平成２６年４月 

（２０１４年） 

 

令和元年１０月 

（２０１９年） 

・水道事業経営変更認可（第１次拡張事業：昭和6２～平成元年度） 

 

 

・水道料金改定（消費税 ※３％） 

 

 

・水道料金改定（平均８％引き下げ） 

 

 

・事務所を茂原市高師３９５番地２に移転 

 

 

・水道料金改定（平均２６％引き上げ） 

 

 

・水道料金改定（消費税及び地方消費税 ※５％） 

 

 

・コンビニエンスストアでの水道料金収納業務開始 

 

 

・加入金を給水申込納付金と改め、納付金額を改正 

 

 

・給水申込納付金額改正規定の施行 

 

 

・水道部機構改革により維持課を新設（維持係、調査係） 

 

 

・水道料金改定（消費税及び地方消費税 ※８％） 

 

 

・水道料金改定（消費税及び地方消費税 ※10％） 
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長生郡市広域市町村圏組合公立長生病院の経緯 

 

 

昭和２６年４月 

（１９５１年） 

 

 

昭和２６年１２月 

（１９５１年） 

 

昭和２８年１０月 

（１９５３年） 

 

昭和２９年９月 

（１９５４年） 

 

昭和２９年１２月 

（１９５４年） 

 

昭和３３年１０月 

（１９５８年） 

 

昭和３８年３月 

（１９６３年） 

 

昭和４７年４月 

（１９７２年） 

 

昭和４９年１１月 

（１９７４年） 

 

昭和５３年１月 

（１９７８年） 

 

昭和５３年１２月 

（１９７８年） 

 

昭和５７年４月 

（１９８２年） 

 

昭和５７年１０月 

（１９８２年） 

 

昭和６１年３月 

（１９８６年） 

 

・「長生病院組合」設立 

・１町４村の組合立国保病院（名称：組合立長生病院）として病床数２

１床、職員数１８名で設立 

 

・結核病床２１床を増床 

 

 

・伝染病床２５床を増床 

 

 

・結核病床２１床を一般病床に変更 

 

 

・結核病床６０床を増床、伝染病床２床を増床、合計１２９床 

 

 

・結核病床を３９床に縮小し、一般病床を５７床に用途変更、伝染病床

と合わせ合計１２３床 

 

・結核病床を21床増床して60床に、一般病床を14床増床して71床 

一般病床７１床、結核病床６０床、伝染病床２７床、合計１５８床 

 

・地域の要望に応え、リハビリテーション棟を建設、供用開始 

 

 

・結核患者急減のため病床数を５２床に縮小し、一般病床は８床増床し

て７９床、伝染病床２７床と合わせ合計１５８床 

 

・伝染病棟の補修工事を完了 

 

 

・新館１０４床の建設工事落成、旧館に替えて供用開始 総病床数１５

８床 

 

・「組合立長生病院」から「公立長生病院」に名称変更 

 

 

・結核患者減少のため２７床を一般病床に変更、一般病床１３１床、伝

染病床２７床、合計１５８床 

 

・伝染病棟廃止、一般病床数１３１床 
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昭和６３年３月 

（１９８８年） 

 

昭和６３年４月 

（１９８８年） 

 

平成元年３月 

（１９８９年） 

 

平成４年３月 

（１９９２年） 

 

平成４年４月 

（１９９２年） 

 

平成５年４月 

（１９９３年） 

 

平成６年９月 

（１９９４年） 

 

平成８年３月 

（１９９６年） 

 

平成８年 4月 

（１９９６年） 

 

平成１４年３月 

（２００２年） 

 

平成１５年８月 

（２００３年） 

 

平成２２年１月 

（２０１０年） 

 

平成２３年4月 

（２０１１年） 

 

平成２６年２月 

（２０１４年） 

 

平成２６年３月 

（２０１４年） 

 

 

・「長生病院組合」を解散 

 

 

・「長生郡市広域市町村圏組合」へ移管、一般病床数１３１床 

 

 

・１００床増床認可 

 

 

・C棟増築工事落成 一般病床数２３１床 

 

 

・C棟供用開始 

・診療科に「脳神経外科」、「泌尿器科」及び「耳鼻咽喉科」を新設 

 

・救急基幹センターに承認 

 

 

・B棟改修工事落成 

 

 

・B棟北側駐車場整備完了 

 

 

・総合病院として許可 

 

 

・病院進入路拡幅及び駐車場整備完了 

 

 

・診療科に「神経内科」を新設 

 

 

・病床数を１８０床とする 

 

 

・地方公営企業法の全部適用となる 

 

 

・新Ａ棟（救急・管理棟）増築工事落成 

 

 

・新A棟（救急・管理棟）供用開始 

 

 



- 12 - 

 

平成２６年４月 

（２０１４年） 

 

平成２７年３月 

（２０１５年） 

 

平成２８年２月 

（２０１６年） 

 

平成２８年４月 

（２０１６年） 

 

平成２９年４月 

（２０１７年） 

 

平成３０年７月 

（２０１８年） 

 

令和２年４月 

（２０２０年） 

 

令和５年４月 

（２０２３年） 

 

令和６年４月 

（２０２４年） 

・「医師看護師確保対策室」を設置 

 

 

・旧A棟解体及び敷地内駐車場整備完了 

 

 

・電子カルテシステム導入 

 

 

・「医療安全管理室」を設置 

 

 

・構成市町村と大規模災害時における広域医療救護所に関する協定書を

締結 

 

・B棟５２床を休床し、稼動病床数を１２８床とする 

 

 

・診療科の「神経内科」を「脳神経内科」に変更 

 

 

・「経営企画管理室」を設置 

 

 

・「経営企画本部」を設置 
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4 主な共同処理事務 

（１）一般廃棄物の収集、運搬及び処理【昭和４０年（１９６５年）～】 

① ごみ処理【昭和４６年（１９７１年）～】 

構成市町村から発生するごみは、収集から最終処分までを一貫して組合で行っています。 

可燃ごみは、環境衛生センターごみ処理場に整備された焼却設備（処理能力：２２５ｔ/２４

ｈ）で処理しており、焼却灰は、最終処分場（エコパーク長生）で埋め立て処分するほか、一

部を土木工事の材料等として資源化を図っています。 

不燃ごみ・粗大ごみは、ごみ処理場内の施設（処理能力：３６ｔ/５ｈ）で破砕処理や資源化

処理を行っています。 

ビン・缶・ペットボトル・紙類等の資源ごみも、ごみ処理場内で選別処理を行った後、資源

化を図っています。 

 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

可燃ごみ処理量（ｔ） ３８,９４８ ３９,５８４ ４０,４１５ 

不燃ごみ処理量（ｔ） 

（粗大・廃乾電池を含む） 
３,８９９ ３,９６０ ４,０９６ 

資源ごみ処理量（ｔ） ４,２６２ ４,３５８ ４,６２４ 

合  計（ｔ） ４７,１０９ ４７,９０２ ４９,１３５ 

 

    

 

 

 

 

 

ごみ処理場内の様子 ごみ回収の様子 
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② し尿処理【昭和４０年（１９６５年）～】 

汚泥再生処理センターでは、構成市町村で発生するし尿・浄化槽汚泥を適正に処理し、地域

の生活環境の保全に貢献しています。また、循環型社会形成を担う施設として、処理過程で発

生する汚泥を助燃剤として生成し、資源の有効活用を図っています。 

 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

し尿処理量（kL） ３,１３１ ３,５０４ ３,５１９ 

浄化槽汚泥処理量 

（kL） 
２９,２４６ ２７,９０１ ２８,９５６ 

農業集落排水汚泥 

処理量（kL） 
２１７ １６９ ５６５ 

合   計（kL） ３２,５９４ ３１,５７４ ３３,０４０ 

   

 

（２）消防事業【昭和４６年（１９７１年）～】 

① 常備消防【昭和４６年（１９７１年）～】 

１本部、４消防署、４分署で組織し、２３２人の消防職員のもと、はしご車、ポンプ車、救

助工作車、化学車、救急車等の車両４２台と消防資機材を擁し、圏域住民の期待に応える消防

を目指し、日夜、防災、救急・救助活動に当たっています。 

さらに救命率向上のため、救急救命士（現在４３人）を養成確保するとともに、高規格救急

車８台（ほか予備車１台）を配備しています。 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

火災件数（件） １４９ １５４ ９８ 

救急件数（件） １０,１０９ ９,６２３ ９,６６４ 

      
 

 
訓練の様子 令和２年度更新のはしご車 
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② 非常備消防【昭和４９年（１９７４年）～】  

1団本部、9個支団、３２個分団、１０６個部で組織され、団員数１,１８８人（うち女性５

人）、ポンプ自動車等の車両１０９台を擁し、地域に密着した防災活動を行っています。 

      
 

 

 

（３）水道事業の経営【昭和４９年（１９７４年）～】 

水源の確保と安定供給を図るため、利根川水系の河川水を九十九里地域水道企業団より受水

するとともに、地下水と合わせて昭和５５年から給水を行っています。（令和６年度末の普及率

９６.６％） 

安定した給水を図るため、老朽管更新事業並びに配水管整備事業を計画的に実施しています。 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

給水人口 （人） １３６，４８７ １３７，９７０ １３９，０９８ 

給水世帯数（世帯） ６４，８７０ ６４，６４４ ６４，３０１ 

年間給水量  （㎥） １，９３１万 １，９２３万 １，９０１万 

 

         

  

 

皿木浄水場 

（長柄町） 

 

山之郷浄水場 

（長柄町） 

操法大会 水防訓練 
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（４）長生郡市夜間急病診療所の設置及び管理【昭和５１年（１９７６年）～】 

保健センターを設置し、施設内の夜間急病診療所（初期救急医療機関）で初期診療を行って

います。 

・診療科目  内科・小児科 

・受付時間  午後７時４５分～午後１０時４５分 年中無休 

           （診療時間  午後８時～午後１１時） 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

利用者数（人） ８１３ ９０２ ７２１ 

 

  

 

（５）病院群輪番制方式による二次医療機関運営事業【昭和５１年（１９７６年）～】 

二次救急医療機関として、輪番制による待機病院を開設しています。 

・診療科目  内科と外科を１病院で実施 

・診療時間  午後８時～翌朝６時 年中無休 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

利用者数（人） ３,４２１ ３,３３７ ３,０２４ 

 

（６）在宅当番医制事業【昭和５１年（１９７６年）～】 

日曜、祝日等の休日については、当番医制により診療を行っています。 

・２施設（原則） 内科系１施設、外科系１施設 

・診療時間    午前９時～午後５時 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

利用者数（人） ７,１９４ ６,５３９ ５,９５６ 
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（７）関係市町村の職員の共同研修【昭和５６年（１９８１年）～】 

市町村職員等の資質の向上と職務に対する適応力養成のため、階層別の基本研修（新規採用

職員研修、初級職員研修、中級職員研修、係長研修）を行っています。 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

受講者数（人） １８０ ２１８ １８６ 

 

（８）視聴覚教材センターの設置及び管理【昭和５７年（１９８２年）～】 

１６ミリフイルム・ビデオソフト・DVDソフト・映写機・プロジェクター等の視聴覚教材及

び機材を学校等や社会教育団体へ貸し出しています。また、教職員を対象としたＩＣＴ（情報

教育）研修等も行っています。 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

貸出件数（件） １,２８７ １,３１２ １,３２９ 

 

（９）病院事業（公立長生病院）の経営【昭和６３年（１９８８年）～】 

地域の基幹病院（一般病院）として、１５科を標榜し許可病床数１８０床で運営しています。 

（※稼働病床数１２８床） 

また、二次保健医療圏の中核的医療機関として地域住民に対する医療体制を確保し、期待に

応えられる保健医療サービスを提供しています。 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

外来患者数（人） ７９,６７１ ７９,６４４ ８２,６８１ 

入院患者数（人） ３５,４６０ ２６,８８４ ２３,４５０ 
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（10）火葬場・斎場（長南聖苑）の設置及び管理【平成１０年（１９９８年）～】 

火葬炉５基、式場（大・小）、待合室（洋室５部屋）等を備え、通夜、葬儀、告別式から火

葬まで行える施設になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

火葬件数（件） １,６３３ １,５６４ １,６１６ 

式場等利用件数（件） ４０６ ３９２ ３９６ 

霊柩車利用件数（件） ２４７ ２４４ ２９６ 

 

（11）長生郡市温水センターの設置及び管理【平成８年（１９９６年）～】 

ごみ処理施設の焼却余熱を利用した浴場棟と温水プール（２５ｍ、７コース等）のほか、テ

ニスコート・スポーツ運動広場等が整備されています。このうち、浴場棟及び温水プールは、

平成２３年度から民間事業者に貸与し、運営管理されています。 

      （利用料免除での利用件数は含まず） 

 

 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

浴場・プール等利用者数（人） ９７,９３１ ９６,５０７ ９７,７４２ 

テニスコート・スポーツ運動

広場等利用件数（件） 
１,０６３ １,０７５ １,１２７ 

スポーツ運動広場 テニスコート 



- 19 - 

 

（12）介護認定審査会の設置及び運営【平成１１年（１９９９年）～】 

４５人の委員（予備委員を除く）により、3人の委員で構成する合議体を組織し、厳正かつ

効率的な審査業務を行っています。 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

審査件数（件） ６,４１１ ７,２２０ ６,１４５ 

審査回数（回） １８０ １７７ １７５ 

 

（13）障害支援区分認定審査会の設置及び運営【平成１８年（２００６年）～】 

１５人の委員（予備委員を除く）により、３人の委員で構成する合議体を組織し、厳正かつ

効率的な審査業務を行っています。 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

審査件数（件） ３８５ ３６８ ３５６ 

審査回数（回） １６ １５ １５ 

 

（14）その他前各号に付帯する事務 

  救急医療にかかる啓発活動 

長生郡市における救急医療体制や医療資源の状況を住民に理解いただき、夜間救急等にお

ける医療機関と患者とのトラブルを未然に防止すると共に、救急医療機関への適正受診等の

啓発を行うため、小学校や保育園児等の保護者に対し「子どもの救急講習」を開催しています。 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度  

開催箇所（箇所） ３１ ２７ ３２ 

参加人数（ 人 ） ９００ ８８３ ９６０ 
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また、地域の救命率の向上や、命の尊さに対する意識向上を図るため、長生郡市の全中学校

（１２校）において、生徒（２年生対象）に対し心肺蘇生とＡＥＤの実技講習を含む「救急実

技講習」を開催しています。（各市町村教育委員会、長生郡市広域市町村圏組合による共同事業） 

区  分 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

開催校数（ 校 ） １２ １２ １１ 

令和４年度は、中学３年生を対象に計画しましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、１校が中止 

となりました。 

なお、令和５年度は、中学２・３年生を対象に全中学校で実施しました。 

 

 

 

  

 

 

 

 子どもの救急講習  中学生に対する救急実技講習 



5　（１） 令和７年度当初予算　 

一般会計

歳入

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

52億4,473万7千円 43.9% 49億9,103万9千円 66.8% 2億5,369万8千円 5.1%

7億8,809万円 6.6% 7億8,807万1千円 10.5% 1万9千円 0.0%

12億7,082万7千円 10.6% 4億1,606万1千円 5.6% 8億5,476万6千円 205.4%

2,676万6千円 0.2% 2,355万9千円 0.3% 320万7千円 13.6%

1,523万2千円 0.1% 1,449万9千円 0.2% 73万3千円 5.1%

5億680万1千円 4.2% 0円 0.0% 5億680万1千円 皆増

2,000万円 0.2% 2,000万円 0.3% 0円 0.0%

1億2,291万9千円 1.0% 1億576万8千円 1.4% 1,715万1千円 16.2%

39億6,820万円 33.2% 11億1,550万円 14.9% 28億5,270万円 255.7%

119億6,357万2千円 100.0% 74億7,449万7千円 100.0% 44億8,907万5千円 60.1%

歳出 目的別

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

215万7千円 0.0% 210万9千円 0.0% 4万8千円 2.3%

2億211万9千円 1.7% 1億9,129万8千円 2.6% 1,082万1千円 5.7%

4,200万9千円 0.3% 4,861万5千円 0.7% ▲660万6千円 ▲13.6%

77億8,554万6千円 65.1% 36億5,112万8千円 48.8% 41億3,441万8千円 113.2%

33億4,372万円 27.9% 29億6,464万4千円 39.7% 3億7,907万6千円 12.8%

2,098万7千円 0.2% 1,968万8千円 0.3% 129万9千円 6.6%

5億4,703万4千円 4.6% 5億7,701万5千円 7.7% ▲2,998万1千円 ▲5.2%

2,000万円 0.2% 2,000万円 0.3% 0円 0.0%

119億6,357万2千円 100.0% 74億7,449万7千円 100.0% 44億8,907万5千円 60.1%

歳出 性質別

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

27億1,579万3千円 22.7% 26億2,183万2千円 35.1% 9,396万1千円 3.6%

18億6,425万5千円 15.6% 17億9,148万7千円 24.0% 7,276万8千円 4.1%

3億2,038万8千円 2.7% 2億9,192万円 3.9% 2,846万8千円 9.8%

3,750万円 0.3% 2,768万円 0.4% 982万円 35.5%

5億8,813万1千円 4.9% 4億6,302万7千円 6.2% 1億2,510万4千円 27.0%

58億7,047万1千円 49.1% 16億5,909万6千円 22.2% 42億1,137万5千円 253.8%

0円 0.0% 2,244万円 0.3% ▲2,244万円 皆減

5億4,703万4千円 4.6% 5億7,701万5千円 7.7% ▲2,998万1千円 ▲5.2%

2,000万円 0.1% 2,000万円 0.2% 0円 0.0%

119億6,357万2千円 100.0% 74億7,449万7千円 100.0% 44億8,907万5千円 60.1%

令和７年度 令和６年度
区　分

令和７年度 令和６年度

令和７年度 令和６年度
区　分

区　分

民 生 費

災 害 復 旧 事 業 費

補 助 費 等

普 通 建 設 事 業 費

公 債 費

予 備 費

合 計

合 計

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

衛 生 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

組 合 債

合 計

議 会 費

総 務 費

繰 越 金

諸 収 入

市 町 村 負 担 金

使 用 料 ・ 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金
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特別会計　火葬場・斎場事業

歳入

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

1億455万7千円 68.4% 1億3,172万7千円 72.3% ▲2,717万円 ▲20.6%

4,705万9千円 30.8% 4,930万4千円 27.1% ▲224万5千円 ▲4.6%

100万円 0.7% 100万円 0.5% 0円 0.0%

10万8千円 0.1% 9万2千円 0.1% 1万6千円 17.4%

1億5,272万4千円 100.0% 1億8,212万3千円 100.0% ▲2,939万9千円 ▲16.1%

歳出 目的別

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

1億5,172万4千円 99.3% 1億8,112万3千円 99.5% ▲2,939万9千円 ▲16.2%

100万円 0.7% 100万円 0.5% 0円 0.0%

1億5,272万4千円 100.0% 1億8,212万3千円 100.0% ▲2,939万9千円 ▲16.1%

歳出 性質別

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

4,700万円 30.8% 4,365万1千円 24.0% 334万9千円 7.7%

7,277万4千円 47.6% 7,694万5千円 42.2% ▲417万1千円 ▲5.4%

3,128万2千円 20.5% 3,211万2千円 17.6% ▲83万円 ▲2.6%

18万円 0.1% 0円 0.0% 18万円 皆増

48万8千円 0.3% 49万円 0.3% ▲2千円 ▲0.4%

0円 0.0% 2,792万5千円 15.3% ▲2,792万5千円 皆減

100万円 0.7% 100万円 0.6% 0円 0.0%

1億5,272万4千円 100.0% 1億8,212万3千円 100.0% ▲2,939万9千円 ▲16.1%

令和７年度 令和６年度

区　分
令和７年度 令和６年度

区　分
令和７年度 令和６年度

合 計

事 業 費

予 備 費

合 計

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

普 通 建 設 事 業 費

予 備 費

合 計

区　分

市 町 負 担 金

使 用 料

諸 収 入

繰 越 金

 - 22 -



水道事業会計

水道事業収益

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

事業収益 50億6,581万7千円 100.0% 50億3,618万円 100.0% 2,963万7千円 0.6%

営業収益 39億4,632万2千円 77.9% 39億2,790万8千円 78.0% 1,841万4千円 0.5%

うち、給水収益 39億3,140万9千円 77.6% 39億1,326万1千円 77.7% 1,814万8千円 0.5%

営業外収益 11億1,949万5千円 22.1% 11億827万2千円 22.0% 1,122万3千円 1.0%

うち、市町村負担金 4億290万円 8.0% 4億290万円 8.0% 0円 0.0%

うち、県補助金 3億7,872万6千円 7.5% 3億7,929万円 7.5% ▲56万4千円 ▲0.1%

水道事業費用

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

事業費用 51億7,516万7千円 100.0% 48億233万円 100.0% 3億7,283万7千円 7.8%

営業費用 50億1,582万9千円 96.9% 46億1,600万1千円 96.1% 3億9,982万8千円 8.7%

うち、受水費 28億8,477万7千円 55.7% 24億9,687万9千円 52.0% 3億8,789万8千円 15.5%

営業外費用 1億4,933万8千円 2.9% 1億7,632万9千円 3.7% ▲2,699万1千円 ▲15.3%

予備費 1,000万円 0.2% 1,000万円 0.2% 0円 0.0%

資本的収入

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

資本的収入 8億7,473万5千円 100.0% 9億9,798万6千円 100.0% ▲1億2,325万1千円 ▲12.3%

企業債 7億3,570万円 84.1% 7億4,160万円 74.3% ▲590万円 ▲0.8%

国庫補助金 6,370万8千円 7.3% 0円 0.0% 6,370万8千円 皆増

負担金 7,532万7千円 8.6% 2億5,638万6千円 25.7% ▲1億8,105万9千円 ▲70.6%

資本的支出

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

資本的支出 21億6,410万1千円 100.0% 22億6,029万4千円 100.0% ▲9,619万3千円 ▲4.3%

建設改良費 12億7,837万6千円 59.1% 12億6,867万8千円 56.1% 969万8千円 0.8%

企業債償還金 8億8,572万5千円 40.9% 8億9,161万6千円 39.5% ▲589万1千円 ▲0.7%

投資 0円 0.0% 1億円 4.4% ▲1億円 皆減

令和７年度 令和６年度

区　分
令和７年度 令和６年度

区　分
令和７年度

区　分

令和６年度

令和７年度 令和６年度
区　分
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病院事業会計

病院事業収益

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

病院事業収益 38億3,821万8千円 100.0% 36億869万1千円 100.0% 2億2,952万7千円 6.4%

医業収益 30億8,961万3千円 80.5% 28億9,661万8千円 80.3% 1億9,299万5千円 6.7%

うち、入院収益 17億7,689万3千円 46.3% 15億4,395万円 42.8% 2億3,294万3千円 15.1%

うち、外来収益 9億5,444万8千円 24.9% 9億7,248万6千円 26.9% ▲1,803万8千円 ▲1.9%

うち、市町村負担金 2億1,355万7千円 5.6% 2億1,564万7千円 6.0% ▲209万円 ▲1.0%

医業外収益 7億4,860万4千円 19.5% 7億1,207万2千円 19.7% 3,653万2千円 5.1%

うち、市町村負担金 5億6,701万6千円 14.8% 5億3,406万5千円 14.8% 3,295万1千円 6.2%

特別利益 1千円 0.0% 1千円 0.0% 0円 0.0%

病院事業費用

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

病院事業費用 38億2,337万円 100.0% 35億9,658万1千円 100.0% 2億2,678万9千円 6.3%

医業費用 37億8,230万9千円 98.9% 35億4,836万3千円 98.7% 2億3,394万6千円 6.6%

うち、給与費 24億1,163万9千円 63.1% 22億3,587万4千円 62.2% 1億7,576万5千円 7.9%

医業外費用 4,106万円 1.1% 4,821万7千円 1.3% ▲715万7千円 ▲14.8%

特別損失 1千円 0.0% 1千円 0.0% 0円 0.0%

資本的収入

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

資本的収入 2億9,663万9千円 100.0% 3億6,098万4千円 100.0% ▲6,434万5千円 ▲17.8%

企業債 2億円 67.4% 2億8,150万円 78.0% ▲8,150万円 ▲29.0%

市町村負担金 9,663万7千円 32.6% 7,948万2千円 22.0% 1,715万5千円 21.6%

国県補助金 1千円 0.0% 1千円 0.0% 0円 0.0%

修学資金貸付金返還金 1千円 0.0% 1千円 0.0% 0円 0.0%

資本的支出

前年度比③ 比率

予算額　① 構成比 予算額　② 構成比 ①－② ③/②×100

資本的支出 3億9,927万5千円 100.0% 4億7,288万4千円 100.0% ▲7,360万9千円 ▲15.6%

建設改良費 2億1,390万1千円 53.6% 3億1,742万1千円 67.1% ▲1億352万円 ▲32.6%

企業債償還金 1億7,937万4千円 44.9% 1億5,306万3千円 32.4% 2,631万1千円 17.2%

投資 600万円 1.5% 240万円 0.5% 360万円 150.0%

令和６年度

区　分
令和７年度 令和６年度

区　分
令和７年度

区　分
令和７年度 令和６年度

令和６年度

区　分
令和７年度
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経営企画管理室・情報管理室・地域医療連携室・

内科・外科・産婦人科・整形外科・小児科・皮膚科・眼科・脳神経外科・泌尿器科・

耳鼻咽喉科・脳神経内科・麻酔科・秘書室

看 護 部 病棟科・外来科・手術中材科

教 育 委 員 会

夷隅長生地域難病相談・支援センター

経営企画本部

事 務 局

公立長生病院 診 療 技 術 部 薬剤科・放射線科・検査科・病理診断科・リハビリテーション科・臨床栄養科

外来係・入院係

病

院

事

業

管

理

者

診 療 部

長生郡市視聴覚教材センター

事 務 部

議 会 事 務 局

総 務 課 庶務係・企画財政係・会計係・管財係・医師確保対策室

医 事 課

診療録管理室

監 査 委 員

教 育 長

工 務 課 計画係・工務係

維 持 課 維持係・調査係

施 設 課 浄水係・施設係

会計管理者 会 計 室

水 道 部 管 理 課 管理係・経理係・企画財政係

業 務 課 業務係・給水係

味 庄 分 署 庶務係・警防係・予防係・救急係

消防団本部 ９ 支 団 ３ ２ 分 団 １０６部

南 消 防 署 庶務係・警防係・予防係・救急係

佐 貫 分 署 庶務係・警防係・予防係・救急係

西 消 防 署 庶務係・警防係・予防係・救急係

中 央 消 防 署 庶務係・警防係・予防係・救急係・指揮係・救助係

本 納 分 署 庶務係・警防係・予防係・救急係

管
理
者

副
管
理
者

北 消 防 署 庶務係・警防係・予防係・救急係

長 生 分 署 庶務係・警防係・予防係・救急係

消 防 本 部 総 務 課 庶務係・企画財政係・消防係

予 防 課 予防係・査察調査係・危険物係

警 防 課 警防救助係・救急係・通信指令係

一般廃棄物最終処分場エコパーク長生

医 療 民 生 課 地域医療係・民生係

長生郡市保健センター夜間急病診療所

長生郡市温水センター（浴場棟、プール棟及びこれらの附属施設を除く）

長 南 聖 苑

Ｒ７．４．１現在

医療安全管理室

５ （２）行政機構図

事 務 局 総 務 課 庶務係・企画財政係・管財係

環 境 衛 生 課 管理係・施設整備係・業務係・維持１係・維持２係

汚泥再生処理センター・環境衛生センターごみ処理場・

一般廃棄物佐貫最終処分場・

- 2５ -



５ （３）管内図

○

●北消防署

〇

○

◎

〇

☆組合事務局

ごみ処理場

汚泥再生処理センター

視聴覚教材センター

温水センター

〇

〇

●長生分署

●南消防署

●佐貫分署

●
一般廃棄物

佐貫最終処分場

●大上加圧ポンプ場

●エコパーク長生

（一般廃棄物最終処分場）

●
長南浄水場

●水道部

●長南聖苑

●
坂本配水場

西消防署●

●
皿木浄水場 味庄分署●

●山之郷浄水場
公立長生病院●

●大沢配水場

●本納分署

●
夜間急病診療所●

〇

◎ 市役所 〇 町村役場等

●真名配水場

●

消防本部・中央消防署
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５ （４）事務所・施設所在地等                      （市外局番：0475） 

名称 所在地 電話番号 

事務局   

総務課 茂原市下永吉2101 （23）0107 

環境衛生課 茂原市下永吉2101 （23）4944 

環境衛生センターごみ処理場 長生村薮塚1115-1 （20）1400 

汚泥再生処理センター 長生村薮塚1115-1 （20）1400 

一般廃棄物佐貫最終処分場 睦沢町佐貫3605-1 （43）0181 

一般廃棄物最終処分場エコパーク長生 茂原市大沢1447-1 （30）5371 

医療民生課 茂原市下永吉2101 （20）2899 

長生郡市夜間急病診療所 茂原市八千代1-5-4 （24）1010 

長生郡市温水センター 

(浴場棟、プール棟及びこれらの付属施設を除く) 
 （23）4944 

長南聖苑 長南町報恩寺579 （46）3525 

消防本部 茂原市茂原598 （24）0119 

中央消防署 茂原市茂原598 （24）0119 

本納分署 茂原市本納2149-1 （34）2119 

北消防署 白子町五井2359-1 （33）1119 

長生分署 長生村宮成2579-1 （32）0119 

南消防署 一宮町一宮8664 （42）2123 

佐貫分署 睦沢町佐貫1061-6 （43）0430 

西消防署 長南町千田495-2 （46）1196 

味庄分署 長柄町味庄21-1 （35）2441 

会計室 茂原市下永吉2101 （２5）8311 

水道部   

 管理課 茂原市高師395-2 （23）9481 

 業務課 茂原市高師395-2 （23）9482 

 工務課 茂原市高師395-2 （23）9483 

 維持課 茂原市高師395-2 （23）9491 

 施設課 茂原市高師395-2 （23）9480 

  山之郷浄水場 長柄町山之郷260-2 （35）2501 

公立長生病院 茂原市本納2777 （34）2121 

議会事務局 茂原市下永吉2101 （23）0107 

長生郡市視聴覚教材センター 茂原市下永吉2101 （25）6001 

 


